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来年度の楓祭について 

 
 

みなさまの多大なるご支援のおかけで、私たちの第 20回楓祭も無事成功に収めることが
でき、あの瞬間がもう懐かしく感じてきた頃でありますが、来年度の楓祭についての意向

が決定しましたので、以下にご報告させて頂きます。 
 
来年度（2007年）の楓祭      ※再来年度以降については一切の事項が未定です 
１）楓祭実行委員会の扱い 
２）楓祭の存続 
３）開催場所／開催時期 
４）繰越金の扱い 

 
１）現在、楓祭実行委員会所属の新３年生は２名と人数的には大変厳しい状況ではありま

すが、来年度もこれまでと変わらず楓祭実行委員会は大学の認可する団体として存続

させる予定です。 
２）来年度は、第 21回楓祭とはならない可能性がありますが、楓祭実行委員会主催による

お祭り（又はそれに変わる行事）を催し、できれば大学の公式行事として行いたいと

思います。 
３）例年よりも開催期間は短縮される可能性がありますが、日野キャンパスで行い、その

時期は例年通り 10月下旬～11月上旬の予定です。 
４）今年度も繰越金は、例年通り全額を楓祭実行委員会が保持するものとし、今後のその

扱いについては、新委員長・池田陽介に任せることに致しました。 
 
以上の意向は、新３年生の２人と一緒に相談し決めたものであり、新体制の楓祭実行委員

会の総意として報告させて頂きました。来年度の楓祭は私たち第 20回よりも遥かに厳しい
状況となりそうですが、これまで通り日野キャンパスの自主性を重んじた委員会運営を心

掛けたいと思いますので、変わらず温かいご声援を宜しくお願い申し上げます。 
 

以上 


